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　本支部名誉会員，愛媛大学名誉教授玉井虎太郎先生は
， 去る 平成 1年 11月 16日，松山赤十字病院で

肺炎に よる呼吸不全の ため 84歳で 逝去され ま した 。 こ こ に お知 らせ し
， 謹ん で 哀悼の 意 を表 します 。

　先生 は，大正 14年台湾総督府高等農林学校を卒業され
， 同校実験指導嘱託 と して ご勤務の の ち大学

進学，昭和 6年九州帝国大学農学部農学科 を卒業 され ました。同大学で 講帥嘱託 と して 勤務され た の

ち，同13年台北 帝国大学附属農林専門部の 教授に 任 じられ，同18年台湾総督府諸学校官制改正 に伴 い

台湾総督府台中高等農林学校教授，同19年同台中農林専門学校教授 とな られ
， 終戦 を迎えた後も，台

湾政府の 強 い 要請によ り残留され，台湾の 農学教育と農業の 発展に ご尽力な さい ま した 。 昭和 25年愛

媛県立松山農科大学教授 に迎 えられ，同29年同大学の 国立移管に伴い 愛媛大学農学部教授 とな り，同

45年の定年退官後 もご 自宅で研究を進め てお られ ました 。

　先生は ，畑作物の水分生理 に関する学術研究 に取 り組 まれ，数多くの 研究論文を発表され ま したが ，

特 に学位論文 と して 纏め られ た 「畑作用水法の 合理化に関する研究」 は，作物水分生理学分野の 研究

開発に関する学術的価値の 高 い 論文で，こ れ に よ り昭和34年 「目本農学賞」を受賞され ま した 。

　先生 の研究は，土壌中の 有効水分を作物の 生長速度の 視点か ら吟味され，灌水適期 の 算出式 を提案

され ま した 。 また，各種の 自動灌水装置や記録装置 を考案 して各種作物の 日消費水量 を算定され まし

た。これ らの 成果 は，台湾の 西部平野
一

帯の 農業，サ トウキ ビや野菜等の 生 産 にお ける畑地灌漑事業

に活用され，また，瀬戸内地域の 重要産業で ある柑橘類そ の他畑作物の灌漑施設設司上重要な基礎資

料 を提供す る等，実際の農業に貢献 して い ます 。

　先生は ， また，品種改良 も手掛けられ，育成されたウ ドン コ 耐病性温室メ ロ ン は育種母材 として 高

い 評価を受 け， また，香料用ゼ ラ ニ ウム Bl　No．10は実用的形質で優れた品種であ りま した 。

　こ の よ うに多年 に わた り教育研究に尽力した顕著な ご功績に よ り， 先生は ，昭和 50年n 月 3 日勲三

等旭 日中綬章を受賞され ました 。

　先生 は，本支部にお い て 長 く評議員 と して 会の 運営に寄与され ま した 。 また，本学会に お い ては編

集専門委員と して作物水分生理分野の 論文校閲に貢献して来 られました 。

　こ こ に，生前の ご功績を偲び，心 よ りご冥福 をお祈 り申 し上げる次第であ ります 。
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